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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、MAPキナーゼキナーゼファミリーに属する二重特異性タンパク質キナーゼです。このキナーゼはMAPK8/JNK1およびMAPK9/JNK2を特異的に活性化し、MAP3K1/MEKK1、MAP3K2/MEKK2、MAP3K3/MEKK5、MAP4K2/GCKなどのMAPキナーゼキナーゼによってリン酸化・活性化されます。このキナーゼは、炎症性サイトカインや環境ストレスに対する細胞応答を媒介するシグナル伝達に関与しています。異なるアイソフォームをコードする複数の選択的スプライシング転写バリアントが見つかっていますが、支持され、定義されている転写バリアントは1つだけです。
	研究分野
	アポトーシス、MAPKシグナル伝達経路
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	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	MAP2K7マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。赤：アクチンフィラメントをAlexa Fluor-555ファロイジンで標識。
	

	MAP2K7 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による MAP2K7 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による MAP2K7 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト筋肉組織の免疫組織化学分析。

